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今
回
は
、高
梁
市「
頼
久
寺
町
」で

す
。「
頼
久
寺
町
」は
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
に

沿
う
町
で
東
は
伊
賀
町
、西
は
中
之

町
、南
は
紺
屋
川
を
隔
て
て
、 
向 
む
こ
う 

町 
ち
ょ
う

や
寺
町
が
、北
に
は
美
濃
部
坂
か
ら

御
前
町
・
石
火
矢
町
が
あ
り
ま
す
。

　

「
頼
久
寺
町
」は
江
戸
時
代
は
、「
頼

久
寺
丁
」と
書
か
れ
池
田
氏
の
頃（
元

和
三
年
＝
一
六
一
七
〜
寛
永
一
八
年

＝
一
六
四
一
）に
は
す
で
に
松
山
城

下
の
家
中
屋
敷
町
の
一
つ
で
し
た
。

　

頼
久
寺
は
歴
史
の
あ
る
寺
院
で
、

草
創
当
時
に
は
、 天 
て
ん 

忠 
ち
ゅ
う 

寺 
、ま
た
は

じ

大
林
寺
と
号
し
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
、荒
廃
し
て
い
た
の
を
足
利 
尊
氏 

た
か
う
じ

と
義
弟
の 
直  
義 
が 
後  
醍  
醐 
天
皇
ら
の

た
だ 
よ
し 

ご 

だ
い 

ご

冥
福
を
祈
る
た
め 
暦  
応 
元
年（
一
三

れ
き 
お
う

三
八
）頃
か
ら
国
ご
と
に
一
寺
一
塔

の
建
立
を
進
め
、寺
を 
安  
国  
寺 
と
称

あ
ん 
こ
く 

じ

し
南
北
朝
の
頃
に
全
国
に
つ
く
ら
せ

ま
し
た
。そ
の
時
の
備
中
国
安
国
寺

だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
後
、松
山
城
主
上
野
備
前
守 
頼  
久 

よ
り 
ひ
さ

が 
永 

え
い 

正 
年
中（
一
五
〇
四
〜
二
一
）

し
ょ
う

に 
伽  
藍 
を
再
興
し
て
寺
領
を
与
え
、

が 

ら
ん

寺
号
の
天
忠
か
ら
山
号
を
天
柱
山
と

し
、子
の
頼
氏
が
父
の
名
を
寺
名
に

加
え
て
、安
国
頼
久
寺
と
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、天
正
三

年（
一
五
七
五
）の
備
中
兵
乱
の
と
き

戦
火
で
伽
藍
や 
什 
じ
ゅ
う 

物 
を
焼
失
し
ま
し

も
つ

た
が
、乱
の
後
に
毛
利
輝
元
の
命
に

よ
っ
て
天
野
元
明
・
同
元
信
が
復
興

し
ま
し
た
。慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、奉
行
と
し
て

小
堀
正
次（
新
助
）、政
一（
作
助
）父

子
が
松
山
に
来
ま
し
た
が
、兵
の
乱

後
で
松
山
城
が
荒
廃
し
て
い
て
使
用

で
き
な
か
っ
た
た
め
、政
務
の
た
め

の 
居  
館 
と
し
て
頼
久
寺
で
執
務
を
し

い 

が
た

て
い
ま
す
。

　

頼
久
寺
丁
は
、池
田
氏
の
頃
に
は

上
級
武
士
の
屋
敷
町
で
し
た
が
水
谷

氏
の
頃
に
は
中
堅
家
臣
の
家
中
屋
敷

と
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、「
水
谷
史
」

（「
御
家
内
之
記
」）に
よ
る
と
、元
禄

（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）の
初
め
に

は「
長
さ
一
丁
二
十
八
間
、家
数
八

軒
、寺
一
ヶ
所
」と
あ
り
、百
石
が
二

軒
、五
百
石
一
軒
、百
五
十
石
二
軒
、

三
百
五
十
石
一
軒
、四
百
石
一
軒
の

武
士
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

 
延 
え
ん 

享 
元
年（
一
七
四
四
）に
は
六

き
ょ
う

（「
増
補
版
高
梁
市
史
」）、幕
末
の
嘉

永
二
・
三
年（
一
八
四
九
〜
五
〇
）頃

か
ら
安
政
初
年（
一
八
五
四
）頃
に

は
、家
中
屋
敷
六
軒（「
昔
夢
一
班
」・

「
前
掲
書
」）と
な
っ
て
い
ま
す
。町

は
、幕
末
の
天
保
三
年（
一
八
三
二
）

と
一
〇
年（
一
八
三
九
）の
大
火
で
全

焼
し
、一
〇
年
の
大
火
で
は
頼
久
寺

の
伽
藍
も
全
焼
し
て
い
ま
す
。

　

町
名
に
な
っ
て
い
る
頼
久
寺
は
、

臨
済
宗
永
源
寺
派
、山
号
は
天
柱
山
、

本
尊
は 
聖 
し
ょ
う 
観  
音 
、開
山
は
永
源
寺
派

か
ん 
の
ん

の
祖
・
寂
室
元
光
、そ
し
て
元
光
の
高

弟
の 
霊 
れ
い 

仲 
ち
ゅ
う 

禅  
英 
の
開
基
と
伝
え
ら

ぜ
ん 
え
い

れ
て
い
ま
す
。小
堀
遠
州
作
庭
と
伝

え
ら
れ
る
禅
院
式 
枯  
山  
水  
蓬  
莱 
庭
園

か
れ 
さ
ん 
す
い 
ほ
う 
ら
い

は
愛
宕
山
を 
借 

し
ゃ
っ 

景 
と
し
て
、サ
ツ
キ

け
い

の
刈
り
込
み
や
三
尊
の
石
組
を
配
置

し
た
鶴
島
、亀
島
、背
後
に
サ
ツ
キ
の

大
刈
込
み
を
配
し
て 
大  
海  
原 
を
表
現

お
お 
う
な 
ば
ら

す
る
と
い
う
、ま
さ
に
禅
院
に
ふ
さ

わ
し
い 
枯  
淡  
幽  
玄 
の
境
地
の
美
を
表

こ 

た
ん 
ゆ
う 
げ
ん

す
名
庭
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
堂
裏
に
は
、宇
喜
多
に
よ
っ
て

暗
殺
さ
れ
た
三
村 
家  
親 
と
備
中
兵
乱

い
え 
ち
か

で
自
害
し
た
子
の 
元  
親 
の
墓
碑
が
あ

も
と 
ち
か

り
ま
す
。ま
た
、寺
宝
に
は
国
指
定
重

文
と
な
っ
て
い
る
鎌
倉
時
代
の 
貞 
じ
ょ
う 

治 じ

三
年（
一
三
六
六
）に
描
か
れ
た 
絹  
本 

け
ん 
ぽ
ん

 
着  
色 

ち
ゃ
く 
し
ょ
く 

釈  
迦  
三  
尊 
像
が
あ
り
ま
す
。

し
ゃ 

か 

さ
ん 
ぞ
ん

　

ほ
か
に
明
治
二
九
年（
一
八
九
六
）

県
下
最
初
の
女
学
校
、私
立
順
正
女

学
校（
の
ち
高
等
女
学
校
）の
校
舎
と

し
て
建
て
ら
れ
た
県
指
定
史
跡
の
順

正
寮
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

幕
末
頃
の
絵
図（「
松
山
城
下
絵

図
」）に
よ
る
と
頼
久
寺
山
門
の
下
は

竹
薮
だ
っ
た
ら
し
く
、大
正
末
期
に

な
っ
て
伯
備
線
敷
設
の
た
め
、家
屋

が
移
転
し
、昭
和
に
な
る
と
竹
薮
も

な
く
な
り「
頼
久
寺
町
」は
様
変
わ
り

し
て
伯
備
線
沿
い
の
町
と
な
っ
た
の

で
す
。 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

五
十
二　

頼
久
寺
町

頼久寺町の町通り、後ろの山は臥牛山



平成 21 年（2009）2 月〈２１〉

高梁中央図書館

成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原
→鶴鳴保育園→市営栄町住宅→雇用促
進住宅→黒川商店（日名地区）→枝中央
地区→成美保育園

午　前
9：00 ～ 12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区
→小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫
地区→吹屋小学校→向井商店（坂本地
区）→田原保育園 

午　後
１３：00～ 1６：00

��２９１２開館時間

　本を読むと、何かを思う。読ま

ないと、思いはない。思いの種

類の少ない人になり、そのまま

に。そのままはこまるので、ぼく

も読むことにした―。２００７年６

月以降、ほぼ１年間に発表した

エッセイから６６編を収録。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１３日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

１７日�

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１９日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２４日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２７日�

一般書

読むので思う
荒川洋治：著
幻戯書房

10 日（火），17日（火）

　７００年間、ひとりぼっちで
地球のごみをかたづけてき
たロボットの“ウォーリー”
が、地球と宇宙を股にかけて
繰り広げる感動の冒険ファ
ンタジー。

児童書

WALL・Eウォーリー
アイリーン・トリンブル：作
しぶやまさこ：訳
偕成社

9：00～ 17：00

きりがみあそび 「ジャンピングボール」７日�
ビデオ「おやゆびひめ」

おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１４日�

おりがみあそび 「恐竜」２１日�

かみしばい「どっちだ？」２８日�

開館時間 9：00～ 17：00

一般書

参謀力～直江兼続の知略
童門冬二：著
日本放送出版協会

　トップとしての上杉景勝と、

参謀の本分を心得ていた直江

兼続とが、直面した多くの危機

をどのように突破していった

かに主眼を置き、その解決法を

「直江兼続の参謀力」として描

く。現代組織経営への示唆に富

む一冊。

毎週月曜日

��月月

休館日

休館日

毎週木曜日の午後
２日�，９日�，１５日�，２０日�，２３日�，３０日�


